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1. はじめに 

 本工事は、鶴岡市田麦俣地区の地すべりブロックである七ツ滝⑬ブロックの地すべりを抑制する緊急対策工

事である。 

七ツ滝⑬ブロックは地すべり末端に十座沢が流れ、十座沢下流には田麦俣集落が位置する。 

また、七ツ滝⑬ブロック内を通る市道中台線は連続的な降雨が続くと道路が沈下し、地域住民の通行に支障

をきたす危険がある。 

今回の工事では、表面排水処理工としてブルーシート張りと山腹水路工の施工、地下水排除工として横ボー

リング工の施工、浸食防止対策として連続箱型鋼製枠を地すべり末端に設置しコンクリートを打設する工事を行

った。 

表面排水処理工と横ボーリング工を施工する際は、現場内に設置してある伸縮計を常に観測し、1 時間当り 2

㎜の伸縮量を観測すると市道中台線上に設置してある回転灯が点灯し危険を知らせる措置をとり、作業の安全

を確保する事とした。 

しかし、地すべり末端で作業を行うにあたり、安全対策を更に強化し作業従事者の安全を確保する必要があ

ると考えた。 
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⑬ブロック平面図 
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⑬ブロック断面図 
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至 田麦俣集落
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2. 安全対策について 

 地すべり末端での施工に先立ち、作業従事者の安全確保を目的とし以下の事項について安全対策を講

じた。 

 

① 地すべり末端での作業開始基準の設定 

現場内に設置してある伸縮計は、パソコンやスマートフォンを用いてリアルタイムに確認する事が可

能であり、作業開始基準を次の通り設定した。 

9 月 1 日からの伸縮計の動きと田麦俣地区の雨量を確認すると累加雨量が 20 ㎜を超えた時、伸縮計

が１時間当り 2 ㎜を超える動きが観測された為、作業開始基準を累加雨量 20 ㎜以下とした。 

また、伸縮計の動きが１時間当り 2 ㎜を観測すると回転灯が点灯し作業中止を知らせるが、作業開始

前 24 時間の伸縮量が 20 ㎜以内であるか、作業開始前 3 時間の伸縮量が 4 ㎜以内であるか、更に伸縮量

が下降している事を条件とし地すべり末端で作業する際の基準値とした。 

 

 

 
 

 
 

 

 

 



② 作業中における地すべり監視体制の強化 

地すべり末端で作業を行うにあたり、監視員を 3 名配置する事とした。 

配置場所は警報装置が設置してある市道中台線、地すべりブロックの中腹、施工箇所である地すべり

末端に配置し、トランシーバーを携帯させ常に連絡を取り合う事とした。 

また、地すべりブロック内中腹に配置した監視員については、施工箇所に落石等の恐れが無いか監視

するとともに、クラック発生箇所を跨がせ打込んだ杭の点間距離を測定し１時間当り 2 ㎜以上の動きが

あった場合は施工箇所の監視員にトランシーバーで連絡し、作業従事者を退避させる事で監視体制の強

化を図った。 

 

 

 

③ 地すべりブロック内からの退避ルートの確保 

警報装置の点灯や地山に異常を感じた際に地すべり末端で作業する人達が安全に避難できるよう、地

すべりブロック内に仮設階段を約 60m 設置した。 

 また、仮設階段を使用しての退避が困難な場合に備え、地すべりブロックの対岸に親綱を設置し緊急

避難場所を設けた。 

 

3. おわりに 

 本工事は、地すべりの抑制を目的とした緊急対策工事であり、施工中においても微量ではあるが移動

している箇所での施工であった為、安全管理が最も重要な管理項目であったが、これらの安全対策を実

施し無事に工事を終える事ができた。 

しかし、土砂災害はいつ襲って来るかわからず、規模や状況に応じた対応を求められる中、今回の経

験を活かすべく今後も精進すると共に、今後の建設業を担っていく若手技術者や女性技術者に対し、こ

れまでの経験を継承し、人材の育成にも尽力していきたい。 
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